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10月３日から５日まで、ヨリ
ネスしばた札の辻ラウンジな
どで、「日韓美術交流展」が開
催されました。
３日には、札の辻ラウンジで
開場式が行われ、当市と当市
友好都市、韓国議政府市など
の作家による作品約380点が
展示されました。この交流展
を機会に、両市の友好が、多
くの分野でますます深まるこ
とを期待しています。
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◎
議
会
提
出
議
案

◎
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平
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案
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般
質
問

行
政
報
告

 
平
成
29
年
度
決
算
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
、
一
般
議
案
、
意
見
書
な
ど
36
議
案
を
審
議

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
27
日
ま
で
の
25
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
決
算
、
一
般
会
計
並
び
に
特

別
会
計
補
正
予
算
案
の
ほ
か
、
条
例
改
正
案
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
市
長
等
の
政
治
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

行政報告を行う市長
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歳入総額　458億1,464万円（対前年度比 7.0％減）
歳出総額　443億8,818万円（対前年度比 7.7％減）

※一般会計の支出額を市民１人当たりで換算すると45万1,095円
（参考：平成28年度決算では48万3,999円）

決算審査特別委員会での審査の様子

一般会計予算
12億1,457万1千円の増額補正

〈９月補正予算の主な内容〉

国際交流推進事業 94万円

財政調整基金費 8億6,537万円

地域振興基金費 2億3,461万円

工業団地誘致促進事業 3,364万円

観光ブランド確立事業 100万円

小学校エアコン整備事業、中学校エアコン整備事業 1,450万円

平成29年度 一般会計決算概要

平成29年度一般会計決算審査について、詳しくは16～ 19ページを
ご覧ください。
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◎　渇水等に対する取組の状況について

市長からの行政報告

※ 本議会での市長からの「行政報告」を要約して掲載しています。
　 「行政報告」の全文は、市ホームページに掲載しています。

内の倉ダム、加治川の渇水状況（８月９日撮影）
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９月定例会議決結果

９月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

新
発
田
政
友
会

市
民
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

つ
な
ぐ
会

公

明

党

賛

　

成

反

　

対
※３ ※４

市
長
提
出
議
案

人事案件

固定資産評価審査委員会委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

条例の制定

新発田市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

条例の全部改正

新発田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

条例の一部改正
新発田市税条例等
　※ 地方税法等の一部改正に伴い、新発田市税条例及び新発田市税条例
等の一部を改正する条例の一部を改正するもの

総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

新発田市建築関係手数料条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

新発田市議会議員及び新発田市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

条例の廃止

新発田市国民健康保険高額療養費資金及び出産費資金貸付基金条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

30年度補正予算

一般会計（第３号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

一般会計（第４号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

国民健康保険事業特別会計（第２号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

介護保険事業特別会計（第２号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

後期高齢者医療特別会計（第２号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

農業集落排水事業特別会計（第１号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

下水道事業特別会計（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

コミュニティバス事業特別会計（第１号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

29年度決算

一般会計 決算審査 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

土地取得事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

国民健康保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

介護保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 23 3

後期高齢者医療特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

農業集落排水事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0
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９月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

新
発
田
政
友
会

市
民
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

つ
な
ぐ
会

公

明

党

賛

　

成

反

　

対
※３ ※４

市
長
提
出
議
案

29年度決算

下水道事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

宅地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

西部工業団地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

食品工業団地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

コミュニティバス事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

藤塚浜財産区特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

水道事業会計（利益の処分及び決算） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

その他

損害賠償の額の決定について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

契約の締結について（新発田北部処理分区新栄町中継ポンプ場建設（土木）工事） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

議
会
提
出
議
案

意見書

学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成
の充実を求める意見書（国会及び関係行政省庁あて） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成
の充実を求める意見書（新潟県知事あて） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

地方公務員法及び地方自治法の一部改正における新たな一般職非常勤職
員の処遇改善と雇用安定に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

水道施設の戦略的な老朽化対策を求める意見書 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 23 3

児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

請願 旧御免町幼稚園跡地の恒久的活用をもとめる請願書 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

※１ 「総務」　　：総務常任委員会
 「社会文教」：社会文教常任委員会
 「経済建設」：経済建設常任委員会
 「決算審査」：29年度一般会計決算審査特別委員会
 「分割付託」： 各常任委員会に分割して付託されたもの
 ただし、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※２ 「可決」： 全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等
と議決したもの

 「否決」： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決した
もの

※３ 「○」：会派構成議員全員がその議案等に対して「賛成」したもの
 「×」：会派構成議員全員がその議案等に対して「賛成以外」のもの

※４　 議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、表決に
参加する全議員数は26人です。

会派名 所　属　議　員　名

新発田政友会 川﨑孝一、湯浅佐太郎、若月　学、比企広正、今田修栄、小柳　肇、宮崎光夫、水野善栄

市民クラブ 佐藤武男、佐久間敏夫、宮島信人、中村　功、小川　徹、稲垣富士雄、井畑隆二

民主クラブ 入倉直作、渡部良一、小坂博司、小林　誠

日本共産党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄

つ な ぐ 会 阿部　聡、中野廣衛、板垣　功

公 明 党 渡邊喜夫、石山洋子
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一般質問
議員の

＆

市
のQ
A

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
の
方
々
へ
の

理
解
と
支
援
に
つ
い
て

　

①
日
本
は
国
連
で
「
性
的
指
向
と

性
同
一
性
に
基
づ
く
差
別
の
撤
廃
と
人

権
保
護
の
促
進
を
求
め
る
」
声
明
に
同

意
。
法
務
省
で
は
偏
見
や
差
別
の
解
消

を
目
指
し
啓
発
、
相
談
、
救
済
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
職
場
や

学
校
内
で
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。「
性
の
多
様
性
」
に
つ
い
て
未
だ
に

偏
見
が
あ
り
、
当
事
者
が
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト
し
に
く
い
社
会
で
あ
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
の
現
状
認
識
を
伺
う
。
②
学
齢
期
に

い
じ
め
に
遭
い
、
不
登
校
に
な
っ
た
り

自
殺
ま
で
考
え
る
人
が
い
る
。
文
部
科

学
省
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
児
童
生
徒
に
配
慮

を
求
め
る
通
知
を
、
全
国
の
小
中
高
校

に
出
し
た
。
そ
の
後
教
職
員
へ
周
知
の

手
引
き
も
配
布
し
た
。
学
校
教
育
の
取

組
を
伺
う
。
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８
年
前
４
人
の
立
候
補
者
に
よ
る
激

戦
を
制
し
二
階
堂
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
市
で
は
新
庁
舎
建
設
や
旧
県
立
病
院

跡
地
の
利
活
用
、
駅
周
辺
整
備
や
学
校
の

耐
震
化
な
ど
の
継
続
課
題
が
あ
る
一
方
、

少
子
化
対
策
、
換
言
す
れ
ば
子
育
て
・
教

育
環
境
整
備
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
政
策

の
充
実
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
、
市

民
目
線
の
行
財
政
改
革
な
ど
が
喫
緊
の
課

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
11
月
の
市

長
選
挙
に
当
た
り
、
市
制
施
行
70
年
を
経

て
次
な
る
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
覚
悟

と
意
欲
、
そ
れ
を
裏
打
ち
す
る
政
策
提
起

が
期
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
①
２
期
８
年

の
総
括
に
当
た
っ
て
の
成
果
と
課
題
、
②

３
期
目
挑
戦
に
当
た
っ
て
の
重
点
的
戦
略

的
課
題
、
③
ま
ち
づ
く
り
の
肝
で
あ
る

「
市
民
参
加
と
協
働
」
が
欠
か
せ
な
い
が

所
見
を
伺
う
。

二
階
堂
市
政
２
期
８
年
間
の
総
括
と
３
期
目
を

目
指
す
政
策
課
題
と
展
望
に
つ
い
て

ヨリネスしばた

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」

い
ま
新
発
田
に
必
要
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

　

自
ず
か
ら
ま
ち
の
未
来
を
つ
く
っ
て

い
る
と
い
う
当
事
者
意
識
を
伴
う
自
負
心

（
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
）
を
住
民
に
醸
成

す
る
取
組
が
、
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
未

来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
子
ど
も
達
に
お

い
て
、
教
育
の
場
か
ら
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
醸
成
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
お
う
と
し
て
い
る

の
か
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
解
消
と
防
災
対
策

　

大
阪
府
北
部
地
震
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
倒
壊
し
、
小
学
生
や
老
人
が
下
敷
き

と
な
り
、
亡
く
な
る
事
案
が
発
生
し
た
。

当
市
と
し
て
民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
取
り
壊

し
や
作
り
直
し
を
行
う
た
め
の
補
助
金
を

新
設
で
き
な
い
か
。
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新
発
田
市
水
道
事
業
の
問
題
点
（
値
上
げ
）
と

将
来
像
に
つ
い
て

　

当
市
の
水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
収

支
は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
赤
字
に
陥

り
、
水
需
要
の
逓
減
、
老
朽
化
対
策
に
よ

り
２
０
２
６
年
度
に
は
破
た
ん
と
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
た
。「
値
上

げ
あ
り
き
」
で
審
議
会
へ
諮
問
さ
れ
た

が
、「
水
道
民
営
化
法
」
成
立
を
見
据

え
、
民
間
委
託
も
含
め
幅
広
い
検
討
が
必

要
で
は
な
い
か
。

新
発
田
市
の
移
住
定
住
施
策
の
今
後

の
展
開
に
つ
い
て

　

政
府
は
転
職
や
起
業
で
東
京
圏
か
ら

の
移
住
者
に
最
大
３
０
０
万
円
支
給
す
る

制
度
を
準
備
し
て
い
る
。
①
来
秋
の
消
費

増
税
を
見
据
え
て
の
住
宅
取
得
補
助
、
効

果
大
の
ア
パ
ー
ト
家
賃
補
助
の
今
後
の
制

度
設
計
は
。
②
再
三
提
起
す
る
が
同
窓
会

補
助
は
有
効
で
は
な
い
か
。

温
泉
に
つ
い
て

　

①
新
発
田
温
泉
の
湧
出
が
止
ま
る
と

い
う
心
配
は
な
い
も
の
か
。
今
後
の
湧
出

予
測
と
対
応
策
等
を
伺
う
。
②
新
発
田
温

泉
以
外
で
湧
出
の
可
能
性
が
高
い
地
点
の

資
料
の
保
管
状
況
と
将
来
の
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。
③
「
あ
や
め
の
湯
」
の
長
寿
命

化
策
に
つ
い
て
伺
う
。
④
男
性
用
浴
室
に

お
け
る
飛
沫
避
け
の
改
修
は
で
き
な
い

か
。

ℓ

ℓ

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
を
一
刻
も

早
く
設
置
し
て
ほ
し
い

　

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
内
閣
官

房
長
官
よ
り
政
府
と
し
て
も
支
援
す
る
と

マ
ス
コ
ミ
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
受
け

て
、
設
置
に
向
け
て
の
考
え
を
伺
う
。あやめの湯
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酷
暑
の
夏
、
高
齢
者
と
子
ど
も
を
ど
う
守
る
に
つ
い
て

　
「
命
に
関
わ
る
危
険
な
暑
さ　

熱
中

症
に
厳
重
警
戒
」
と
連
日
の
報
道
が
「
酷

暑
の
夏
」
を
物
語
っ
た
。
市
は
、
熱
中
症

予
防
に
向
け
多
く
の
施
策
を
行
っ
て
き
た

が
、
①
そ
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、
②

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

　

政
府
は
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実

現
に
踏
み
込
む
」
と
し
て
地
方
自
治
法
等

の
一
部
改
正
を
し
、
２
０
２
０
年
４
月
１

日
よ
り
自
治
体
の
非
正
規
職
員
に
「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
」
が
導
入
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
雇
用
の
安
定
や
給
料
・
手
当

等
の
処
遇
改
善
が
図
ら
れ
る
。
制
度
導
入

に
向
け
当
市
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

伺
う
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

さ
ら
な
る
支
援
を

　

国
で
は
新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
３
歳
以
上
児
及
び
３
歳
未
満
児
の
保

育
料
の
一
部
無
償
化
を
計
画
し
て
い
る
。

国
が
子
育
て
支
援
対
策
を
実
施
す
る
と
、

新
発
田
市
が
既
に
実
施
し
て
い
る
す
べ
て

の
第
３
子
以
降
の
入
園
児
童
を
無
料
化
し

た
資
金
が
浮
く
。
こ
の
資
金
は
基
本
的
に

更
な
る
子
育
て
支
援
策
に
投
入
す
べ
き
だ

と
考
え
る
。
①
子
ど
も
の
医
療
費
の
補
助

制
度
を
、
現
行
の
中
学
生
ま
で
を
高
校
生

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
検
討
で
き
な
い

か
。
②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
人
手
不
足

解
消
の
た
め
、
民
間
活
力
導
入
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
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二
階
堂
市
政
２
期
目
の
総
括
（
子
育
て
支
援
関
係
）

に
つ
い
て

新
発
田
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の

今
後
に
つ
い
て

　

待
機
児
童
対
策
は
一
定
の
目
途
が
つ

い
た
。
子
育
て
支
援
と
は
家
庭
へ
の
支
援

で
あ
り
、
当
市
の
施
策
は
母
親
、
子
ど
も

へ
の
支
援
に
偏
っ
て
い
る
。
今
後
の
子
育

て
施
策
に
は
父
親
支
援
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
が
大

い
に
重
要
で
あ
る
。
①
３
期
目
の
子
育
て

支
援
策
は
。
②
先
日
交
付
さ
れ
た
父
子
手

帳
の
活
用
は
。
③
新
発
田
市
役
所
の
男
性

職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は
昨
年
０
％
で

あ
っ
た
。
管
理
職
へ
の
教
育
や
意
識
改
革

に
向
け
て
方
策
は
。

２
０
１
８
新
発
田
ま
つ
り
の
総
括
に

つ
い
て

①
奉
納
台
輪
運
行
の
警
備
体
制
に
つ

い
て
。
②
修
繕
基
金
の
検
討
に
つ
い
て
。

③
町
内
差
が
出
て
き
た
曳
き
子
の
担
い
手

対
策
は
。

　

新
発
田
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

し
ば
た
魅
力
創
造
戦
略
を
踏
ま
え
た
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
今
後
に
つ
い

て
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
と
し
て
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
に
お
け
る
現
状
と
、

ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
り
、
解
決
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

上
中
山
悪
臭
問
題
の
現
状
及
び
対
策

状
況
に
つ
い
て

　

上
中
山
地
区
の
悪
臭
が
依
然
と
し
て

地
域
住
民
の
生
活
や
月
岡
温
泉
地
区
に
ま

で
広
が
っ
て
い
る
。
弁
護
士
同
士
の
言
葉

や
文
章
の
や
り
取
り
、
戦
い
で
な
く
一
刻

も
早
く
解
決
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
現
状

と
具
体
策
を
伺
う
。

父子手帳
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赤
谷
方
面
の
バ
ス
運
行
と
公
共
交
通
の
市
内
全
域
普
及
と

改
善
を
図
る
べ
き

酷
暑
対
策
待
っ
た
な
し
！

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
を

　

①
市
長
は
「
小
学
校
の
統
合
し
た
所

か
ら
公
共
交
通
を
実
施
す
る
」
と
約
束
し

て
い
る
が
、
東
小
学
校
区
の
赤
谷
方
面
は

い
つ
計
画
さ
れ
る
見
通
し
か
。
②
今
現
在

赤
谷
方
面
に
Ｊ
Ａ
が
週
１
回
運
行
し
て
い

る
が
、
こ
れ
を
活
か
す
た
め
足
の
確
保
に

市
が
財
政
支
援
す
る
な
ど
Ｊ
Ａ
と
協
議
で

き
な
い
か
。
③
松
浦
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
低

迷
し
て
い
る
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
改
善

さ
れ
る
の
か
。

福
島
潟
の
水
害
時
２
河
川
排
水
が

水
門
稼
働
で
１
河
川
に
な
る

　

①
福
島
潟
水
門
建
設
に
市
や
土
地
改

良
区
が
許
可
を
出
し
た
が
、
い
つ
完
成
す

る
の
か
。
②
水
門
の
目
的
は
水
害
時
の
み

閉
鎖
す
る
が
、
農
家
住
民
が
望
ま
な
い
水

門
で
あ
り
、
農
家
は
受
益
者
で
な
く
な

る
。
無
理
に
建
設
す
る
な
ら
受
益
者
負
担

を
無
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
夏
は
、
列
島
の
広
い
範
囲
で
猛
烈

な
暑
さ
が
続
き
、
県
内
で
も
胎
内
市
な
ど

40
度
以
上
の
地
域
が
続
出
し
た
。
①
現
在

民
間
会
社
に
発
注
し
調
査
待
ち
で
あ
る

が
、
文
科
相
も
「
殺
人
的
な
暑
さ
は
命
の

危
険
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
緊
急
の

手
当
て
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
。
②

国
の
来
年
度
の
予
算
概
要
が
報
道
。
国
が

後
押
し
す
る
な
ら
進
め
や
す
い
の
で
は
な

い
か
。
③
現
在
国
が
３
分
の
１
、
残
り
は

自
治
体
の
負
担
。
県
に
も
補
助
を
求
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
。
④
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
学
校
だ
け
で
な
く
、
民
家
所
有
の
も

の
も
地
域
に
多
く
存
在
し
て
い
る
。
撤

去
・
改
修
等
は
所
有
者
任
せ
で
な
く
、
市

が
点
検
・
撤
去
費
の
助
成
は
で
き
な
い

か
。
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国
保
税
が
高
く
生
活
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。
滞
納
７
８
０
世
帯
の
内
、

所
得
２
０
０
万
円
以
下
が
約
78
％
。
所
得

２
０
０
万
円
、
夫
婦
、
子
ど
も
２
人
世
帯

の
国
保
税
は
、
33
万
１
８
０
０
円
で
所
得

の
約
17
％
。
①
基
金
を
活
用
し
、
引
き
下

げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。
②
子
ど

も
１
人
の
均
等
割
り
は
３
万
５
１
０
２

円
。
子
ど
も
の
均
等
割
を
軽
減
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
は
。

大
倉
喜
八
郎
別
邸
「
蔵ぞ

う

春し
ゅ
ん

閣か
く

」
の

移
築
に
つ
い
て

市
と
大
倉
文
化
財
団
は
、
２
０
１
４

年
か
ら
協
議
し
て
き
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
①
移
築
場
所
や
活
用
方
法
は
。
市
の

負
担
分
や
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、
概
算

は
出
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
外
構
、
駐

車
場
、
庭
園
、
調
度
品
の
修
復
や
維
持
管

理
費
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
。
②

「
検
討
委
員
会
」
の
協
議
の
進
捗
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
と
効
果
及
び

定
着
へ
の
方
向
性
に
つ
い
て

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
負
担
軽
減
を

　

当
市
に
最
初
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
受
入
れ
て
３
年
。
そ
の
任
期
が
明
年

終
了
す
る
。
協
力
隊
員
は
受
入
れ
地
域

で
、
地
域
の
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
協
力
隊
員
の
更
な
る
拡
充
と
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。
①
協
力
隊
員
の

効
果
と
課
題
。
②
起
業
、
定
住
、
定
着
に

向
け
た
支
援
体
制
。

公
共
下
水
道
早
期
接
続
促
進
と
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

河
川
等
の
水
質
保
全
や
生
活
環
境
衛

生
の
向
上
を
図
る
う
え
で
公
共
下
水
道
早

期
接
続
は
重
要
で
あ
る
。
接
続
を
希
望
す

る
皆
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
接
続
で
き
る
制

度
設
計
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に
お

け
る
下
水
道
接
続
工
事
枠
の
拡
充
に
つ
い

て
。
②
下
水
道
課
と
他
課
で
連
携
し
た
補

助
金
に
つ
い
て
。

　

各地区で活躍している協力隊
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二
階
堂
市
長
の
２
期
目
の
重
点
事
業
及
び
市
民
、

議
会
に
向
け
た
公
約
に
対
し
て
の
達
成
状
況
、

実
績
評
価
を
伺
う

　

２
期
目
に
独
自
の
予
算
編
成
が
施
行

で
き
る
環
境
が
整
い
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
終
了
、
完
成
さ
せ
、
財
政
運
営
で
も

財
政
調
整
基
金
を
減
ら
さ
な
い
努
力
も
見

え
、
財
政
安
定
が
で
き
た
と
考
え
る
。
市

民
か
ら
選
挙
に
出
る
と
き
の
公
約
は
立
派

な
施
策
が
並
ん
で
い
る
が
、
達
成
で
き
た

の
か
聞
き
た
い
と
の
話
も
あ
り
、
①
産
業

振
興
（
高
度
化
）、
②
少
子
化
対
策
（
子

育
て
支
援
）、
③
教
育
の
充
実
（
学
力
向

上
）、
④
住
み
よ
い
ま
ち
日
本
一　

健
康

田
園
文
化
都
市
し
ば
た
の
実
現
に
向
け
た

現
状
等
を
伺
う
。

ホームページで議会日程等をお知らせしています。

　市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名簿、議会日程等を掲載
しています。
　本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答弁を記録した「会議録」を検
索閲覧することができます。スマートフォンやタブレット端末でも検索できま
す。他にも、｢市議会だより｣ のバックナンバー（83号以降）を見ることがで
きますので、是非ご覧ください。
　なお、このたびの９月定例会の
会議録は、12月上旬頃に掲載予定
です。
　また、これまでの会議録（冊子）
は、市立中央図書館（イクネスし
ばた内）に設置されています。

http://www.shibata-shigikai.jp/
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決算審査の様子

Ｑ 　
ふ
る
さ
と
し
ば
た
応
援
寄
附
推
進
事
業

の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
や
っ
た
か

返
礼
品
を
公
募
す
る
こ
と
で
新
し
い
返

礼
品
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
、
既
に
実

施
し
て
い
る
事
業
者
か
ら
も
新
た
に
商
品

開
発
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
納
税

サ
イ
ト
で
目
立
つ
よ
う
に
し
、
首
都
圏
を

中
心
に
新
聞
の
夕
刊
折
込
に
広
告
を
出
し

た
。
品
質
、
満
足
度
調
査
の
実
施
し
、
新

発
田
の
名
前
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ 　
首
都
圏
し
ば
た
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

の
組
織
、
運
営
に
つ
い
て

平
成
29
年
５
月
か
ら
メ
ン
バ
ー
の
募
集

を
開
始
、
学
生
を
中
心
に
学
生
以
外
の
20

代
、
30
代
を
加
え
３
月
末
で
60
名
が
参
加

し
て
い
る
。
活
動
と
し
て
は
、
夕
食
会
を

交
え
た
幹
事
会
、
新
発
田
出
身
の
方
が
経

営
し
て
い
る
会
場
で
市
長
を
交
え
て
の
交

流
会
を
開
催
。
ま
た
、
当
市
出
身
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
試
合
の
応
援
へ

も
行
っ
て
き
た
。
市
か
ら
情
報
提
供
も
行

い
、
相
互
に
つ
な
が
る
こ
と
で
一
体
感
と

ふ
る
さ
と
へ
の
郷
土
愛
を
深
め
Ｕ
タ
ー
ン

に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ 　
新
し
い
食
の
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て

新
し
い
食
の
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
や
事
業
者
に
よ
る
食
の
循
環
の
実
践

活
動
や
食
の
循
環
を
通
じ
た
産
業
の
活
性

化
に
重
点
を
置
い
た
取
組
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
、
地
域
の
食
材
、
資
源
を
利

活
用
す
る
取
組
を
始
め
て
い
る
。

Ｑ 　
自
主
防
災
の
組
織
へ
の
支
援
事
業
及
び

組
織
率
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
た
際
、
資

機
材
用
意
の
た
め
の
補
助
、
３
年
間
の
活

動
支
援
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
防
災
専
門

官
を
配
置
し
、
さ
ら
に
活
発
な
活
動
を
行

う
た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
の
で
相
談

い
た
だ
き
た
い
。
組
織
率
は
平
成
29
年
度

末
で
84
・
4
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

Ｑ 　
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
の
た
め
結
成
さ
れ

た
組
合
等
が
人
口
減
少
な
ど
で
維
持
管
理

等
に
苦
慮
し
て
い
る
。
対
応
策
は
な
い
か

突
発
的
な
経
費
、
災
害
、
老
朽
化
に
よ

る
大
規
模
な
修
繕
の
よ
う
に
一
時
的
に
高

額
な
経
費
が
必
要
と
な
る
も
の
に
つ
い

て
、
補
助
の
制
度
が
で
き
る
か
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
国
策
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
第
一
義
的
な
責
任
の
あ
る
国
へ
の
要

望
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

　平成29年度一般会計決算議案は、12人で構成する一般会計決算審査特別委員会を設置し、第３セクター関
係の参考人聴取を含め、４日間にわたり審査しました。市議会では、より効率的・効果的な決算審査を目指
し、６月に「決算審査のための準備会」を設置して、これまでの決算審査における課題の整理、検討を行いま
した。
　これにより、特別委員会では、厳しい審査を経て、審査の最後に採決を行い、全会一致で認定すべきものと
決しました。
　本会議最終日において、特別委員会委員長の報告を受け討論が行われ、全員賛成で認定しました。
 （※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

平成29年度一般会計決算審査状況

前年度の予算執行状況を厳しくチェック！

一般会計決算審査特別委員会
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Ｑ 　
病
児
・
病
後
児
保
育
の
対
象
拡
大
の
そ

の
後
に
つ
い
て

平
成
28
年
12
月
に
対
象
年
齢
を
拡
大
し

た
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
利
用
数

は
４
名
、
事
前
の
登
録
者
数
24
名
で
あ

る
。
対
象
を
拡
大
し
た
が
、
利
用
児
童
が

多
く
見
込
ま
れ
る
場
合
の
対
応
も
し
て
お

り
、
年
間
の
１
日
の
平
均
利
用
数
は
定
員

の
範
囲
内
で
あ
る
。
委
託
料
は
約
９
割
が

常
駐
の
職
員
の
人
件
費
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ 　
高
齢
者
の
教
育
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
施
設
で
あ
る
金
蘭
荘
の
活
用
に
入
浴
施

設
は
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
が
、
対
応
で
き

な
い
か

開
設
当
初
か
ら
あ
っ
た
入
浴
施
設
は
、

平
成
26
年
か
ら
漏
水
が
頻
発
、
多
額
の
修

繕
が
必
要
な
こ
と
か
ら
所
有
す
る
新
発
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
そ
し
て
市
の
補
助

も
財
政
上
厳
し
く
、
平
成
28
年
度
途
中
に

廃
止
し
た
。
入
浴
施
設
以
外
の
利
用
は
一

定
数
あ
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
地
域
社

会
の
中
で
福
祉
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ 　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
現
状
に
つ

い
て窓

口
に
お
越
し
の
方
以
外
に
各
関
係
機

関
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
支
援
に
つ
な

が
る
こ
と
も
多
い
。
相
談
者
は
40
代
か
ら

60
代
が
多
く
、
相
談
内
容
も
多
岐
に
わ
た

り
、
多
重
化
、
複
雑
化
し
て
い
る
が
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
支
援
し
て
い
る
。
高

校
生
の
相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
中
退
の

未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
困
窮
に

よ
る
教
育
格
差
の
是
正
の
た
め
、
奨
学

金
、
給
付
金
の
手
続
き
の
支
援
、
進
学
な

ど
の
進
路
に
関
す
る
助
言
等
を
行
っ
て
い

る
。

Ｑ 　

学
校
と
地
域
と
保
護
者
の
連
携
に
よ
る

学
校
づ
く
り
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て

活
動
に
熱
心
だ
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
っ
た

方
、
学
校
の
応
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
方

な
ど
に
お
願
い
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
家
庭

科
の
授
業
、
習
字
の
名
前
の
お
手
本
づ
く

り
、
行
事
の
引
率
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
が
な
く

て
も
地
域
の
方
が
入
っ
て
同
様
の
活
動
を

し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

Ｑ 　
土
曜
学
習
支
援
事
業
の
活
動
状
況
に
つ

い
て毎

週
土
曜
日
に
開
催
。
中
央
公
民
館
、

豊
浦
、
加
治
川
及
び
紫
雲
寺
の
地
区
公
民

館
、
今
年
度
か
ら
は
川
東
地
区
で
も
開
始

し
た
。
登
録
す
れ
ば
ど
こ
の
会
場
で
も
参

加
で
き
る
。
概
ね
５
月
か
ら
始
め
る
。
講

師
は
、
学
校
の
先
生
を
し
て
い
た
方
、
高

校
生
が
多
い
。
自
主
学
習
で
疑
問
に
思
っ

た
と
こ
ろ
を
教
え
て
も
ら
う
や
り
方
で
あ

る
。

Ｑ 　
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業
は
中
心
商

店
街
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
が
っ
た
の
か

ヨ
リ
ネ
ス
（
市
庁
舎
）
開
庁
か
ら
１
年

間
で
52
回
の
イ
ベ
ン
ト
、
12
万
人
の
来
庁

が
あ
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ま
ち
な
か

を
使
っ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
、
雑
煮

合
戦
な
ど
周
辺
と
一
体
と
な
っ
て
活
用
す

る
形
で
仕
掛
け
て
き
た
。
ま
た
、
周
辺
の

ラ
ン
チ
マ
ッ
プ
の
作
成
、
イ
ク
ネ
ス
と
の

連
携
で
往
来
を
図
る
よ
う
に
し
た
。
交
通

量
調
査
で
は
平
日
11
％
通
行
量
が
増
え
て

お
り
成
果
が
あ
っ
た
。

Ｑ 　

Ｄ
Ｍ
Ｏ（
※
）活
動
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業

交
付
金
を
活
用
し
た
２
次
交
通
や
人
材
の

今
後
に
つ
い
て

ピ
ー
チ
航
空
の
運
行
に
合
わ
せ
て
新
潟

空
港
と
月
岡
温
泉
の
間
の
バ
ス
を
走
ら
せ

る
な
ど
、
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら
先
鋭

化
し
て
い
る
。
阿
賀
北
９
市
町
村
で
そ
の

よ
う
な
交
通
の
確
保
が
重
要
な
課
題
に
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
協
議
を
し
た
い
。

現
在
、
観
光
協
会
に
韓
国
語
、
英
語
、
中

国
語
が
堪
能
な
職
員
を
配
置
し
て
お
り
、

今
後
、
活
躍
の
機
会
が
上
が
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。

Ｑ 　
環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
対

す
る
支
援
の
条
件
、
今
後
の
取
組
、
課
題

に
つ
い
て

農
業
の
持
続
的
発
展
と
多
面
的
機
能
の

健
全
な
発
揮
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

国
の
事
業
で
、
減
々
栽
培
か
つ
堆
肥
の
散

布
、
冬
期
堪
水
等
を
行
う
こ
と
が
主
な
条

件
で
あ
る
。
市
も
国
に
準
じ
て
事
業
を
推

進
し
て
い
く
。
近
年
国
の
予
算
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
、
事
業
内
容
が
頻
繁
に
変
更

さ
れ
る
た
め
わ
か
り
や
す
い
周
知
と
ス

ム
ー
ズ
な
事
業
の
遂
行
が
課
題
で
あ
る
。

Ｑ 　
首
都
圏
等
販
売
促
進
支
援
事
業
の
事
業

内
容
及
び
成
果
に
つ
い
て

Ａ 

　
農
業
者
が
生
産
の
み
な
ら
ず
、
販
売
ま

で
有
利
販
売
を
行
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
支
援
事
業
で
、
自
ら
生
産
し
た
農
産
物

を
自
ら
販
売
す
る
こ
と
で
消
費
者
ニ
ー
ズ

を
把
握
、
経
営
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

３
年
目
と
な
っ
た
平
成
29
年
度
は
チ
ー
ム

し
ば
も
ん
が
活
動
、
東
京
や
市
内
イ
ベ
ン

ト
で
の
販
売
活
動
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
出
演

を
行
う
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
取
組
も
実
施
し
た
。
販
売
実
績
も
大

幅
に
ア
ッ
プ
し
た
。

Ｑ 　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
の
診
断
件
数
と
比

較
し
、
改
修
の
件
数
が
少
な
い
の
で
は
な

い
か耐

震
診
断
が
耐
震
改
修
に
つ
な
が
ら
な

い
要
因
は
、
災
害
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
な

い
、
費
用
面
で
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

、
改
修
し
な
い
で

新
築
し
た
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今
年
度

か
ら
は
出
前
講
座
、
自
治
会
連
合
会
や
市

政
懇
談
会
へ
の
説
明
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
期
待
で
き
る
と
思
う
。

※ＤＭＯ：観光地域づくりを進める法人
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定
住
化
促
進
事
業
に
つ
い
て

Ｑ 　
住
宅
取
得
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
住
宅
支
援
の

統
計
数
字
か
ら
事
業
の
成
果
が
み
ら
れ
る
。
今

後
も
人
口
減
少
対
策
と
し
て
重
要
な
政
策
の
一

環
で
あ
る
し
、
市
長
も
引
き
続
き
重
点
的
に
行

う
と
思
う
が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

産
学
官
民
連
携
地
域
型
中
間
支
援

組
織
構
築
事
業
に
つ
い
て

Ｑ 　
地
域
づ
く
り
、
地
域
お
こ
し
な
ど
に
対
す
る
こ

の
事
業
が
果
す
役
割
は
大
変
大
き
い
。
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
事
業
で
あ
る
が
、
し
っ
か
り
支
援
を
し

て
地
域
お
こ
し
に
貢
献
を
し
て
い
く
組
織
と
し
て

発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
事
業
の
進
展

に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

企
業
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
に
つ
い
て

Ｑ 　
食
品
工
業
団
地
の
中
で
実
施
し
、
良
い
成
果

が
出
て
い
る
。
平
成
30
年
度
で
終
了
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
国
の
支
援
が
な
く
て
も
続
け
ら

れ
な
い
か
。
ま
た
、
対
象
を
農
業
関
係
者
、
商

業
関
係
者
な
ど
全
市
的
に
広
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

市
職
員
の
定
数
に
つ
い
て

Ｑ 　
平
成
29
年
度
は
正
職
員
の
数
が
定
数
よ
り
も
少

な
く
、
臨
時
、
嘱
託
、
パ
ー
ト
、
再
任
用
職
員
の

合
計
が
定
数
よ
り
も
多
い
状
況
で
あ
る
。

　

 　
正
職
員
の
削
減
、人
件
費
の
削
減
が
財
政
の
再

建
に
つ
な
が
る
と
は
思
わ
な
い
。市
長
の
見
解
を

伺
う
。

新
発
田
城
公
開
事
業
に
つ
い
て

Ｑ 　
歴
史
的
遺
産
活
用
事
業
と
し
て
新
発
田
城
の

三
階
櫓
、
辰
巳
櫓
等
が
復
元
さ
れ
た
。
県
内
で

唯
一
現
存
す
る
城
郭
建
築
、
本
丸
表
門
、
旧
二

の
丸
隅
櫓
を
持
つ
お
城
で
、
日
本
１
０
０
名
城

の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
が
、
自
衛
隊
と
の
間

に
協
定
が
結
ば
れ
、
立
入
禁
止
で
あ
る
。
公
開

を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ 
　
立
入
禁
止
を
条
件
に
建
築
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
場
と
し
て
開
放
さ

れ
た
時
期
、
そ
れ
も
で
き
な
か
っ
た
時
期
も
あ

り
、
今
は
自
ら
出
向
き
自
衛
隊
等
へ
お
願
い
し

た
こ
と
で
子
ど
も
へ
の
開
放
等
は
実
現
し
て
い

る
。
大
事
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、
い
ま
し
ば
ら
く
静
観
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
会
計
決
算
審
査
に
お
け
る

市
長
へ
の
総
括
質
疑

第
３
セ
ク
タ
ー
関
係

　

決
算
審
査
１
日
目
に
、
審
査
の
参
考
と
す

る
た
め
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
紫
雲
寺
風
力
発

電（
株
）、（
株
）紫
雲
寺
記
念
館
、（
公
財
）
新
発

田
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

（
株
）エ
フ
エ
ム
し
ば
た
、（
一
社
）
新
発
田
市

観
光
協
会
か
ら
経
営
状
況
等
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
し
た
。

Ｑ 　

ト
ラ
フ
グ
、
地
元
農
産
物
の
販
売
に
つ

い
て

Ｑ 　

関
西
か
ら
飛
行
機
で
来
る
観
光
客
の
誘

致
に
つ
い
て

Ｑ　

事
業
所
活
性
化
と
し
て
補
助
事
業
を

年
間
通
じ
て
行
っ
て
は
。
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賛成

賛成

discussion

本会議での一般会計決算審査
特別委員会委員長報告

賛成

賛成

賛成

賛成
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　議案は分野ごとに所管する常任委員会に付託され審査されます。
　その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員会の委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
　（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

常任委員会の審査状況

本会議における経済建設常任委員会の委員長報告 社会文教常任委員会の付託議案審査の様子

　９月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案10件、審査の結果、議案はすべて可決・
認定すべきものとしました。

■平成29年度コミュニティバス事業特別会計の決算の認定について  

■ 新発田市議会議員及び新発田市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例制定について 

■平成30年度一般会計補正予算（第３号）について（当委員会所管分）  

委員長　小柳　　肇総 務 常 任 委 員 会

■新発田市税条例等の一部を改正する条例制定について  
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委員長　石山　洋子社会文教常任委員会
　９月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案10件、審査の結果、議案はすべて可
決・認定すべきものとしました。

■平成30年度一般会計補正予算（第３号）について（当委員会所管分）  

■平成30年度一般会計補正予算（第４号）について  

■旧御免町幼稚園跡地の恒久的活用を求める請願書について  

■平成30年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）について  

　９月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案10件、請願１件、審査の結果、請願は
採択すべきものとし、議案はすべて可決・認定すべきものとしました。

委員長　今田　修栄経済建設常任委員会

■平成29年度介護保険事業特別会計の決算の認定について  
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　市議会では、選挙管理委員会に対して有権者の利便性の向上を目指し、ショッピングセンターでの期
日前投票所の開設について、質問してきました。
　当初、選挙管理委員会では、「会場の選定やセキュリティ、人員体制等の課題があり、難しい」との考
え方でした。
　こうした現状を踏まえ、総務常任委員会では、昨年、実際にショッピングセンターでの期日前投票所
を開設している秋田県男鹿市を視察し、課題の検証を行うとともに、当市における実現可能性を議論し
てきました。
　そして、今年４月の同委員会では、選挙管理委員会事務局から、11月の市長
選挙での開設は難しいが、ピオ21店内、コモプラザ、イオンモール新発田を候
補地として検討していること、更に７月には、来年４月の統一地方選挙での開
設に向けて調査、準備を進めていることを確認しました。
　９月定例会本会議では、行政視察をはじめとしたこれら一連の調査検討内容
についての総務常任委員会委員長の報告を、全会一致で承認しました。
　行政視察による調査活動の成果を具体的な取組に結び付けることで、普段か
ら利用することが多い場所で気軽に投票ができ、市民の皆さんがもっと選挙に
関心を持ち、投票率の向上になるものと考えています。

行政視察の調査成果が、市民の利便性向上に
　　～ショッピングセンターでの

期日前投票所の実現に向けて～　　

議会からの提案で！！

男鹿市の行政視察の様子

　今年の夏の暑さは、例年になく厳しく、連日、新潟県内各地は猛暑日が続き、北陸では初めて40度を
超える観測史上最高気温となったところがありました。
　市議会では、昨年の２月定例会の一般質問で、教育委員会に対して小中学校の普通教室等へのエアコ
ン導入について取り上げ、このたびの９月定例会でも４人の議員が、エアコン導入に関する質問を行い
ました。これに対し、「多額の費用を要することから、国の交付金活用を前提に、適切に対応できるよう
準備したい」との答弁でした。
　こうした多くの議論を経たことで、９月定例会最終日に市長から、エアコ
ン導入に係る経費を算出するための実施設計委託料1,450万円を財政調整基
金から繰り入れる補正予算議案が提案されました。
　その後、社会文教常任委員会での審査を経て、本会議において全議員の賛
成により、補正予算議案を可決しました。
　命の危険さえ伴う猛暑日が続いた今年の夏。子どもたちが心身共に健康
で、安全な学校生活を送るためにも、エアコンの早期導入が待たれます。

子どもたちを猛暑から守る教育環境の早期整備を
　　～小中学校普通教室等へのエアコン導入の

補正予算を可決～　　

議会からの提案で！！
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　本会議（定例会のみ）の様子を、
エフエムしばたで生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）
から終了まで全て放送します。イン
ターネットサイマルラジオでも聴く
ことができます。
　緊急情報や休憩などにより中断す
ることがあります。
　また、一般（代表）質問が行われ
る本会議の録音放送も行います。本
会議開催日以降の午後７時から２時
間程度、数日に分けて放送します。
放送日時は市議会ホームページやエ
フエムしばたでお知らせします。
　ぜひお聴きください。

本市議会
行政視察状況
（８～10月）

①視 察 先
②視察内容

☆ 経済建設常任委員会
　 ① 秋田県横手市
　　  秋田県男鹿市
　 ②  「増田のまちなみ（内蔵）」による

観光振興について
　　  道の駅おが　オガーレについて

☆ 議会運営委員会
　 ① 東京都東村山市
　　  東京都あきる野市
　 ②  議会改革及び議会基本条例の検

証について
　　  市議会だよりについて

☆ 民主クラブ・日本共産党
　 ① 鹿児島県南九州市
　　  宮崎県えびの市
　　  宮崎県日南市
　 ② 平和学習の現状と課題について
　 　  「田代自治会」によるむらづくり

の現状と課題について
　　   堀川運河「ゆめ広場」の活用の

現状と課題について
　　    第３セクター「日南まちづくり

株式会社」設立の背景と賑わい
創出事業について

☆ 新発田政友会・つなぐ会
　 ① 兵庫県豊岡市
　　   一般社団法人 豊岡観光イノベー

ション
　　  京都府京丹後市
　　  京都府宮津市
　 ②  公共交通政策について、コウノ

トリと共に生きる環境作り
　　   豊岡観光イノベーションについ

て
　　  公共交通政策について
　　    竹資源有効活用プロジェクトに

ついて

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

日 月 火 水 木 金 土
11/25 26 27 28 29 30 12/1

告示日 

議会運営 
委員会

 

請願・陳情 
提出期限

議会運営 
委員会

2 3 4 5 6 7 8

本会議

（　　 　 ）
9 10 11 12 13 14 15

本会議
（　　　　 ）

本会議
（　　　 　）

本会議
（　　　 　）

16 17 18 19 20 21 22

総務常任 
委員会

社会文教 
常任委員会

経済建設 
常任委員会

議会運営 
委員会

23 24 25 26 27 28 29

本会議
（最終日）

初日・提
案理由説
明・委員
会付託

一般質問
１日目

意見書提出期限

一般質問
３日目

議会運営委員会

一般質問
２日目

12月定例会日程予定12月定例会日程予定 本会議をエフエムしばた
（76.9MHz）で
生中継します！　　

で
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編　集　委　員 編集後記

議会報告会を開催します
開かれた議会を目指して

皆さまの声をお聞かせください!!

開催日 時間 会場 説明議員

11月24日
（土）

午前10時～

市役所本庁舎
（ヨリネスしばた）
４階　委員会室

若月　学、今田修栄、中村　功、
渡部良一、佐藤真澄、中野廣衛

午後１時30分～
小柳　肇、宮崎光夫、佐久間敏夫、
宮島信人、小坂博司、石山洋子

事前の申込みは必要ありません。


